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騒音環境の改善は大きな社会的問題であるが，そ

のうち流体力学的原因によって発生する騒音（流体

騒音）の低減が，最近話題になっている。このよう

な流体騒音は，その発生メカニズムが十分に明らか

にされていないことから，その改善策についての検

討がしにくいのが現状である。このことを踏まえて，

本研究では，風車，送風機などの流体機械にしばし

ば使われる代表的翼型であるNACAOO18翼の騒音

発生機構とその周りの流れ構造を明らかにすること

を目的として実験的研究を行った。

本論文は，第1章：緒言，第2章：NACAOO18翼

の流れと騒音特性，第3章：離散周波数騒音の測定

と周期的流れ構造の解明，第4章：液晶膜を用いた

せん断応力計測の風洞実験，そして第5章：結言の

計5章から構成されている。

第1章は，本研究の背景である離散周波数騒音の

研究の歴史について纏めたものである。これまでに

行われた離散周波数騒音研究は，騒音計測と定性的

流れの可視化研究が多く，流れ場に関する定量情報

に基いて評価された結果は，わずかであることを述

べた。さらに，本研究における非接触定量計測法と

しての粒子画像流速計測法（PIV）と液晶によるせ

ん断応力計測法についての一般的知見について示し

た。最後に，本研究の目的と論文構成が記されてい

る。

第2章は，NACAOO18翼周りの流れ場と騒音特性

について纏めた結果である。まず，実験に使用した

低騒音風洞，速度計測法としてのPIV技術，せん断

応力液晶法による表面流れの可視化法について詳し

く説明した。続いて，NACAOO18翼から発生する騒

音レベル，スペクトル，圧力分布，はく離，再付着

点，平均速度分布，変動速度分布についての詳細な

計測結果を示した。これらの実験結果によると，

NACAOO18の騒音特性は，迎角60付近で強い離散

周波数騒音が発生し，その周波数は2．2kHz付近で

あることが示された。一方，そのときの流れ場は，

層流境界層の形成とはく離，再付着，そして乱流境

界層の発達を伴う複雑な流れ場であり，特に60で

は翼圧力側の後縁付近まで層流境界層が発達し，そ

の後流に周期的な渦放出流れが形成されることを示

した。このような周期的流れの発生は，圧力面の後

縁付近から発生すること，また，その発生周波数は

離散流派数騒音のそれと良く一致することを明らか

にした。

第3章では，前章で示したNACAOO18翼後流に形

成される周期的渦構造と離散周波数騒音の関係を，

騒音と速度の相関係数を新たに計測することで詳し

い検討を行った。実験結果によると，騒音と速度の

相関係数の分布は，迎角60のとき，翼圧力面側に

周期的渦構造が形成されることを見出した。この構
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